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ひろしまCRSP委員会

新プロジェクト企画提案書

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素より、地域の発展に向けた弊社および「ひ

ろしまCRSP委員会」の活動に対し、格別のご理解とご⽀援を賜り、⼼より御礼申し上げます。

「ひろしまCRSP委員会」は広島の経済活動及び学⽣活動を⽀援すべく、これまでに学⽣が創る観

光ガイドブックの制作やSNSを利⽤したイベント、学⽣とコラボしたメニュー開発、学⽣がサポー

トするシニアe-sportsイベントなど、数々の取り組みを展開してまいりました。これらの経験を踏

まえ、地域経済活動の活性化における効果的な施策を熟知しております。

地域企業がこの学⽣主導観光ガイドブック企画に協賛するメリットは、単なる「広告枠提供」や

「認知向上」だけでなく、若者と企業・団体が⾃然に接点を持つ“新しい採⽤導線”と広島県の地

域課題への解決貢献＝企業価値の向上に直結するという点です。次ページに、企画の概要、広島の

地域課題と協賛企業のメリットを対応させて整理します。

こちらの資料は社外秘です。

情報の取り扱いには注意してください。

“広島を出たくなくなる理由を、学⽣が⾒せる。”

地元学⽣が「伝えたい広島」を⾃ら取材・制作・発信し、

若者の定着・地域の魅⼒再発⾒・観光の分散化を同時に実現する、

【広島と地域企業の課題解決型ガイドブックプロジェクト】。
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学⽣主導の制作体制

取材・執筆・翻訳：広島の⼤学⽣や⾼校⽣、専⾨学校の学⽣が担当。

撮影・モデル：学⽣⾃らがモデルとなり、リアルな体験を伝える。

PR活動：SNSや地元イベントでのプロモーションを学⽣が企画・実施。

イベント：企画・運営に属する様々な

このような学⽣主導の取り組みは、過去にも成功事例があります。

ディープスポット＆体験型コンテンツ

● �地元⺠しか知らないディープスポット（例）

路地裏喫茶・昭和カルチャー遺産

学⽣が観光客に知って欲しい「広島名物ここで⾷え！」

「⼈」で選ぶ店（親⼦三代、看板娘、元プロなど）

● �体験型コンテンツ（例） 

学⽣発信により、協賛企業、商店街、社会福祉協議会、⽼⼈クラブ連合会などと連携

地元の⽼舗お好み焼店：「焼いて学べる！地元流お好み焼き体験」

レトロ商店街：「じいちゃん、ばあちゃんと巡る昔ながらの買い物ツアー」

町⼯場：「中⼩企業で1⽇職⼈体験」⼈⼿不⾜対策PR

地域の温泉：「学⽣が伝える“湯治の知恵”リポート」ヘルスツーリズムPR

ガイドブックの構成案

1 . イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン ： 学 ⽣ た ち の 制 作 背 景 や 想 い を 紹 介 。

2 . エ リ ア 別 特 集 ： 広 島 市 、 呉 市 、 東 広 島 市 な ど 、 地 域 ご と の デ ィ ー プ ス ポ ッ ト を 掲 載 。

3 . 体 験 レ ポ ー ト ： 学 ⽣ が 実 際 に 体 験 し た ア ク テ ィ ビ テ ィ を 写 真 と 共 に 紹 介 。

4 . コ ラ ム ： 地 元 の ⼈ 々 と の イ ン タ ビ ュ ー や 、 広 島 の 歴 史 ・ ⽂ 化 に 関 す る 深 掘 り 記 事 。

5 . ア ク セ ス 情 報 ： 各 ス ポ ッ ト へ の ⾏ き ⽅ や 予 約 ⽅ 法 な ど 、 実 ⽤ 的 な 情 報 を 掲 載 。
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プロモーション戦略

● � S N S ・ 動 画 拡 散

取 材 ⾵ 景 ・ 撮 影 裏 側 を I n s t a g r a m ・ T i k T o k ・ X で 発 信

イ ン バ ウ ン ド を ⾒ 据 え て 英 語 で の S N S 配 信

ハ ッ シ ュ タ グ ： # ガ チ 推 し 広 島 � # 学 ⽣ 編 集 部 が ⾏ く

制 作 中 も 話 題 性 U P � → � 完 成 前 か ら P R 効 果 あ り ！

● � 地 元 イ ン フ ル エ ン サ ー 起 ⽤

広 島 ロ ー カ ル イ ン ス タ グ ラ マ ー 、 T i k T o k e r と 連 携 し 紹 介 動 画 配 信

イ ン フ ル エ ン サ ー が 協 賛 企 業 を 直 接 紹 介

● � メ デ ィ ア 露 出 ・ イ ベ ン ト 連 動

プ レ ス リ リ ー ス ： 地 元 テ レ ビ 局 ・ ロ ー カ ル 紙 な ど と 連 携 し 取 材 対 応

発 ⾏ 記 念 イ ベ ン ト （ � ハ ロ ウ ィ ン イ ベ ン ト � ） ／ 協 賛 ブ ー ス 出 展 可 能

期待される効果

地 域 貢 献 P R ： 広 島 県 施 策 と 連 動 し た “ 地 域 未 来 ⽀ 援 ” と し て 評 価

Z 世 代 ア プ ロ ー チ ： 学 ⽣ × S N S ＝ 将 来 の 消 費 者 や 採 ⽤ 対 象 に 直 接 訴 求

観 光 誘 客 ： 観 光 に 地 元 思 考 が 重 視 さ れ る 中 、 体 験 ・ 取 材 が “ わ ざ わ ざ ⾏ き た い ” 動 機 に

ブ ラ ン ド 価 値 向 上 ： 教 育 ・ ま ち づ く り ・ 地 域 経 済 の 三 ⽅ 良 し モ デ ル

媒 体 露 出 ： 本 誌 ／ S N S ／ イ ベ ン ト 参 加 ／W e b メ デ ィ ア で の 紹 介 確 約

地 域 活 性 化 ： 観 光 客 の 分 散 化 に よ る 地 域 経 済 の 活 性 化 。

学 ⽣ の 実 践 的 な 学 び ： プ ロ ジ ェ ク ト を 通 じ た 実 践 的 な ス キ ル の 習 得 。

持 続 可 能 な 観 光 ： 地 元 資 源 を 活 ⽤ し た 持 続 可 能 な 観 光 モ デ ル の 構 築 。

総合的な企業メリットまとめ

採 ⽤ � ： 地 元 学 ⽣ と の 接 点 、 将 来 ⼈ 材 と の 信 頼 形 成

広 報 � ： S N S ・W e b ・ 冊 ⼦ ・ 動 画 等 で の 多 媒 体 露 出

P R � ： 若 者 視 点 で 企 業 の 魅 ⼒ を 再 編 集 ・ 拡 散

C S R � ： 教 育 ・ 観 光 ・ 地 域 課 題 解 決 へ の 直 接 的 関 与

収 益 � ： 来 訪 動 機 づ く り ・ 新 規 顧 客 の 送 客 と 囲 い 込 み
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①【若者の県外流出・地元離れ】

《課題》

�•�若年層が「やりがいのある仕事がない」「魅⼒を感じない」と県外へ

《協賛メリット》

�•�学⽣が⾃ら取材・発信する場に関わることで、企業の”若者接点”づくりが可能

�•�採⽤ブランディング・インターンへの導線確保

→「学⽣とのリアルな接点」「地元で働く魅⼒の共創」による将来⼈材確保

②【地域資源の魅⼒が⼗分に伝わっていない】

《課題》

�•�魅⼒はあるのにPR不⾜。外からの⾒せ⽅が画⼀的

《協賛メリット》

�•�⾃社が持つ商品・サービス・店舗を、地元学⽣の感性で“体験型コンテンツ化”して発信

�•�メディア的価値が⾼く、SNS・動画などで拡散される

→観光客・Z世代への新たなタッチポイント創出

③【地域経済の分散化と観光の多様化】

《課題》

�•�観光地が⼀極集中。地元商店街や⼩規模店舗は恩恵を受けにくい

《協賛メリット》

�•�ローカルに根ざした「体験コンテンツ」の共創で、持続可能な観光の担い⼿として貢献

�•�PRを通じて来店・購買・ファン獲得のチャンス拡⼤

→「この企業のおかげで楽しい体験ができた」と記憶に残る関係性を形成

④【CSR・地域貢献活動の充実】

《課題》

�•�広島県も「地域の実情を踏まえた共創型プロジェクト」を推奨

《協賛メリット》

�•�学⽣育成、観光振興、地域課題解決に同時に貢献できる「⾒えるCSR」として評価されやすい

�•�広島県・市・教育機関などとの信頼構築の⾜がかりに

→企業価値・地域信頼性・⾏政評価の向上

⑤【SNS・メディア拡散・広報効果】

《課題》

�•�地元企業の情報発信⼒が弱く、話題になりにくい

《協賛メリット》

�•�学⽣×広報のストーリー性が⾼く、SNS映え・メディア性が⾼い

�•�地元インフルエンサーも巻き込む仕組みで“現場感”のある発信が可能

→「広告」ではなく「共演」「共感」型の露出ができる

本企画が解決に貢献する広島の地域課題と協賛メリット
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1 . � 新 鮮 な 視 点 の 提 供

学 ⽣ は 流 ⾏ や ト レ ン ド に 敏 感 で 、 柔 軟 な 発 想 や 新 し い ア イ デ ア を 提 供 す る こ と が で き ま

す 。 ガ イ ド ブ ッ ク や イ ベ ン ト に 若 い 世 代 の 視 点 を 取 り ⼊ れ る こ と で 、 よ り 多 様 な 層 に ア ピ

ー ル で き る 内 容 を 実 現 で き ま す 。

2 . � さ ま ざ ま な タ ー ゲ ッ ト 層 へ の ア プ ロ ー チ

学 ⽣ を 起 ⽤ す る こ と で 、 同 世 代 （ 若 者 層 ） へ の 訴 求 ⼒ が 向 上 し ま す 。 若 年 層 は 新 し い 体 験

や 情 報 を 求 め る 傾 向 が 強 く 、 学 ⽣ が 発 信 す る 情 報 は 同 世 代 に 響 き や す い と い う 利 点 が あ り

ま す 。 さ ら に は 、 ⾃ 治 体 が 絡 む ガ イ ド ブ ッ ク や イ ベ ン ト へ の ⼦ 供 が 参 加 す る と な れ ば 、 親

や 祖 ⽗ ⺟ も 情 報 を 求 め 、 発 信 す る こ と は 明 ⽩ で す 。

3 . � 地 域 社 会 と の 連 携 強 化

地 元 の 学 ⽣ を 巻 き 込 む こ と で 、 地 域 全 体 の 協 ⼒ 体 制 を 強 化 し 、 地 元 愛 や 地 域 活 性 化 へ の 意

識 を ⾼ め る こ と が で き ま す 。 ま た 、 学 ⽣ が 制 作 に 関 わ る こ と で 、 地 元 の 魅 ⼒ を 発 ⾒ ・ 再 認

識 す る き っ か け に も な り ま す 。

4 . � コ ス ト 効 率 の 向 上

学 ⽣ を イ ベ ン ト ス タ ッ フ や ガ イ ド ブ ッ ク 制 作 に 参 加 さ せ る こ と で 、 ⼈ 件 費 を 抑 え つ つ 、 ⾼

品 質 な コ ン テ ン ツ を 作 成 で き ま す 。 特 に 、 学 ⽣ が ボ ラ ン テ ィ ア や イ ン タ ー ン と し て 参 加 す

る 場 合 、 実 務 経 験 を 提 供 す る 代 わ り に 低 コ ス ト で 効 果 的 な プ ロ ジ ェ ク ト 運 営 が 可 能 で す 。

5 . � 教 育 的 メ リ ッ ト

ガ イ ド ブ ッ ク 制 作 や イ ベ ン ト 参 加 を 通 じ て 、 学 ⽣ は 実 践 的 な ス キ ル （ 取 材 、 ラ イ テ ィ ン

グ 、 デ ザ イ ン 、 マ ー ケ テ ィ ン グ な ど ） を 習 得 す る 機 会 を 得 ら れ ま す 。 こ れ に よ り 、 社 会 経

験 を 積 む 場 を 提 供 で き る と と も に 、 地 域 の 企 業 と の 繋 が り や プ ロ ジ ェ ク ト に 貢 献 す る 達 成

感 を 味 わ え ま す 。

6 . � S N S や デ ジ タ ル メ デ ィ ア で の 拡 散 ⼒

学 ⽣ は S N S の 利 ⽤ に 慣 れ て お り 、 ⾃ ら の 体 験 を 積 極 的 に 発 信 す る 傾 向 が あ り ま す 。

ガ イ ド ブ ッ ク 制 作 に 関 与 し た 学 ⽣ が そ の 活 動 を S N S で 共 有 す る こ と で 、 広 報 効 果 を ⾼ め る

こ と が で き ま す 。

学⽣をイベントやガイドブック制作に起⽤するメリット
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